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Project 

㉖ 
地域協働専攻 

地域政策グループ 

地域プロジェクト （令和3年度前期～令和3年度後期）  

函館に暮らす外国人住民から多文化共生を考える 

【メンバー】 [学   生 ]  髙橋 優斗/中村 信之助/石塚 麻里奈/庭田 あかり/武田 紗優貴 

小舘 直樹/後村 美緒/南原 一統 

[担当教員]  尹 鉁喜 

 

【背景】 

近年、函館に住み続ける住民が年々減少傾向にある一方、函館に定住する外国人人口は緩やかに増加

している。函館に外国人住民が増えることによって、日本人と外国人住民が共に暮らすことが課題になってい

ると考えられる。 

 

【目的】 

函館に暮らしている外国人住民は、どのような経緯で函館に辿り着き、現在どのような生活をしているのか

について、数字だけでなく、個々人の人生を丁寧に描き出すことで、地域社会における多文化共生を考える。

特に、韓国・北朝鮮にルーツを持つ外国人住民及び彼ら彼女らと関わりを持つ日本人に注目する。 

 

【概要】 

・ 日本における韓国・北朝鮮にルーツを持つ移民の歴史及び現状についての文献調査 

・ 函館に住む韓国・北朝鮮にルーツを持つ外国人住民及び関連者を対象にしたインタビュー調査の実施 

・ 外国人住民の生活史をまとめた成果報告書の作成 

 

 【プロセスと成果】 

前期は、文献調査として、日本における韓国・北朝鮮からの移民、留学、就労、国際結婚に関する文献や

資料を調べ、彼ら彼女らの日本での生活について学習した。また、インタビューに向け、インタビュー法・ライフ

ヒストリー法の学習及びインタビュー練習、インタビュー対象者の選別といった事前準備を行った。そして、各

メンバーが、函館に住む韓国・北朝鮮にルーツを持つ外国人住民及び彼ら彼女らと関わりを持つ日本人のイ

ンタビュー対象者にアポイントを取り、インタビューを実施した。 

 

後期は、前期に行ったインタビュー内容をまとめ、原稿を作成する作業が主となった。授業毎に互いの記事

に対する意見を出し合い、その意見を基に修正を重ね、記事の完成度を高めていった。また、インタビュー内

容から出てきた疑問点をもとに、さらに資料を調査し、「学びの窓」としてまとめた。記事完成後は編集ソフトを

使用し、レイアウトを含め、成果報告書の完成まで修正を重ねた。「Life with you」という成果報告書のタイトル

は、「あなたと共に生きる」という意味で、多文化共生を表すものとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【メンバーで話し合いをしている様子】 【作成した成果報告書の表紙】 

】 
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【総括と反省・今後の課題】 

 

前期は、まず日本における韓国・北朝鮮にルーツを持つ移民の歴史及び現状や、地方都市に暮らしている

外国人住民に関する文献調査から始まった。このことによって、これからインタビューを行う相手に関する知識

を得ることができた。その後、インタビューに向けての準備を行った。いざ本番で失礼のないようにお互いに練

習を重ねた。インタビュー中の質問内容も吟味した。そして、それぞれがインタビュー対象者にアポイントを取

り、インタビューを実施した。 

後期は、前期に行ったインタビューをもとにして原稿の作成がメインになった。作成した原稿を毎回持ち寄

り、お互いに読み合って修正し合い、記事としての完成度を高められた。原稿が完成した後は、編集ソフトを使

用して雑誌記事の作成を行った。後期の活動は、前期と比較すると、何度か対面で集まることができたため、

オンラインでの活動よりも意思疎通がスムーズにでき、お互いに多くの意見を出し合うことができた。また、 

活動を通して、函館に住む韓国・北朝鮮にルーツを持つ住民たちは様々な経緯で函館に暮らしており、それぞ

れが自分にできることをして生活していることがわかった。私たちが発行した「Life with you」によって、一人一

人のライフヒストーリーを多くの方に伝え、その実態を知っていただきたい。 

今回の反省点としては、「ライフヒストーリーを読み解く」という点において、記事の中であまり掘り下げること

ができず、インタビューの段階でさらに話を引き出せるように対話を重ねるべきだったということが挙げられる。 

今後の課題は、ライフヒストーリーなどといった個人的な内容を含む記事を書くときには、インタビュー対象

者とのコミュニケーションを丁寧に行い、逐一記事の内容に関する確認を欠かさないということである。 

【地域からの評価】 

 

今回、成果報告書「Life with you」の作成

を通して、地域の方々に函館に住む韓国・

北朝鮮にルーツを持つ方々のライフヒストー

リーを知らせることができた。 

インタビュー対象者からは、このように取

材をして成果報告書を作成するという活動

はとても貴重であり、私たちプロジェクトメン

バーには今回のこの経験を大切にしてほし

いという声や、今回の取材で自らのライフヒ

ストーリーを振り返る良い機会になった、と

いうお言葉をいただいた。さらに、記事の内

容や、各自で決めたテーマについて掘り下

げる「学びの窓」についても好評をいただ

き、感謝の言葉もかけていただいた。 

【その他】 

年間スケジュール 

 

前期 

4月  日本における韓国・北朝鮮にルーツを持つ移民の 
歴史及び現状についての文献調査 
 

5月  地方都市に暮らしている外国人住民についての文献 
調査 
 

6月  インタビュー法・ライフストーリー法の学習 
インタビュー対象者の選別 
 

7月  インタビューの練習及びインタビューの実施 
インタビュー内容の報告 

 

後期 

10月  インタビュー記事原稿の作成と修正 

11月  インタビュー記事デザインの作成と修正 

12月  成果報告書「Life with you」の完成 

1月  最終発表会の準備及び成果報告書の作成 
「Life with you」の完成と配布 

 

 

 


